
条南小学校の現風景

枯れ木の目立つ通称ハナミズキ街道

工事が進む栄スマートインターチェンジ

一般質問

栄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

へ
の
ア
ク
セ
ス
路

柏
崎
・
刈
羽
原
発
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
影
響
は
ど
う
な
る

成
人
式
の
日
程
に
つ
い
て

大
地
震
に
対
す
る
備
え
は

一般質問

一
般
質
問

『
市
政
を
問
う
』

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

三
条
市
の
影
響
に
つ
い
て

学
校
現
場
に
お
け
る

非
構
造
部
材
に
対
す
る
対
策

東
日
本
大
震
災
と

三
条
市
政
に
つ
い
て

第
一
中
学
校
区
の
各
小
中
学
校

跡
地
等
の
利
用
計
画

三
条
市
の
長
期
展
望
に
つ
い
て

観
光
対
策
に
つ
い
て

一
中
学
区
一
体
校
問
題
に
つ
い
て

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
　

柏
崎
・
刈
羽
原
発
で
福
島
第
１
原

　
　

柏
崎
・
刈
羽
原
発
に
万
一
の
事
故

が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
厳
し

く
監
視
し
て
い
き
た
い
。
電
気
料
金
の

こ
と
は
同
感
な
の
で
、
利
害
を
共
に
す

る
近
隣
市
町
村
と
連
携
し
て
行
動
し
て

い
き
た
い
。

　
　

７
月
18
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
成

人
式
は
暑
い
盛
り
な
の
で
、
成
人
を
迎

え
る
女
性
は
念
願
の
振
り
袖
を
着
る
こ

と
が
難
し
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
大

学
生
の
定
期
試
験
の
日
程
に
重
な
る
。

地
場
産
セ
ン
タ
ー
と
い
う
場
所
に
こ
だ

わ
る
こ
と
な
く
、
時
期
こ
そ
配
慮
す
べ

き
で
、
秋
ま
で
延
期
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　

延
期
さ
れ
た
成
人
式
を
い
つ
行
う

か
、
そ
の
協
議
は
今
年
成
人
を
迎
え
る

人
た
ち
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
に
委

ね
た
結
果
、
７
月
18
日
の
海
の
日
と
い

　
　

地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
、
こ
の

３
つ
の
震
災
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
世

界
中
に
自
然
災
害
の
怖
さ
を
教
え
た
。

東
北
地
方
の
産
業
だ
け
で
な
く
、
原
発

事
故
に
伴
う
影
響
は
、
放
射
能
汚
染
に

よ
る
風
評
被
害
を
含
め
全
国
各
地
に
及

ん
で
い
る
。
国
の
予
算
編
成
も
災
害
復

旧
が
中
心
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
中
、

三
条
市
で
も
多
く
の
公
共
事
業
が
行
わ

れ
て
お
り
、
三
条
市
の
財
政
に
も
直
接

的
、
間
接
的
に
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
見
て
い
る
の
か
。

　
　

市
内
経
済
の
景
気
は
依
然
厳
し
い

状
況
に
あ
る
が
、
現
段
階
で
の
影
響
は

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
よ
り
は
少
な

い
。
自
動
車
関
連
は
マ
イ
ナ
ス
、
災
害

関
連
は
プ
ラ
ス
で
、
そ
の
差
は
小
さ
く
、

大
き
な
影
響
は
な
い
。

　
　

三
条
地
震
か
ら
１
８
３
年
。
こ
の

地
震
は
火
災
や
山
崩
れ
、
液
状
化
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
地
震
に
対
す
る

備
え
は
大
丈
夫
か
。

　
　

三
条
市
震
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

各
種
計
画
に
つ
い
て
不
断
の
見
直
し
が

大
切
で
あ
る
。

　
　

従
前
よ
り
こ
の
間
の
整
備
に
つ
い

て
は
（
仮
称
）
県
央
南
部
線
構
想
と
し

て
促
進
協
議
会
を
結
成
し
、
検
討
を

行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
設
置
主
体

は
、
県
で
取
り
組
む
よ
う
に
要
請
し
て

い
き
た
い
。

　
　

栄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
工
事
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
地
域

の
関
心
も
高
く
、
一
日
も
早
い
供
用
開

始
を
待
っ
て
い
る
。
下
田
地
区
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
路
に
つ
い
て
は
、
慢
性
化
し

て
い
る
第
２
産
業
道
路
の
渋
滞
の
緩

和
、
三
条
市
環
状
線
と
し
て
の
機
能
等
、

利
便
性
を
考
え
早
急
に
整
備
す
べ
き
で

　
　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
直
接
的
被

害
や
影
響
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
国
の

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
も
間
接
的
な
被
害

や
影
響
を
与
え
て
い
る
。
平
成
23
年
度

予
算
で
回
復
基
調
を
見
込
ん
だ
市
民
税

に
も
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

震
災
に
よ
る
三
条
市
及
び
企
業
や
市
民

生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

　
　

市
民
か
ら
の
道
路
補
修
に
関
す
る

要
望
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　

国
土
の
長
期
展
望
の
中
間
と
り
ま

と
め
が
発
表
さ
れ
、
日
本
の
総
人
口
が

２
０
５
０
年
に
は
25・５
％
減
少
し
、

全
国
の
66・４
％
の
地
点
で
現
在
よ
り

　
　

自
動
車
関
連
の
製
造
、
加
工
業
等

へ
の
影
響
は
見
込
ま
れ
る
。
他
方
で
災

害
関
連
需
要
も
あ
り
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
伴
う
悪
影
響
と
比
較
し
た
場
合
、

ト
ー
タ
ル
で
考
え
た
と
き
に
余
り
大
き

な
影
響
は
な
い
と
見
込
ん
で
い
る
。

個
々
の
企
業
を
捉
え
た
場
合
、
売
掛
金

の
回
収
延
滞
等
に
よ
る
影
響
も
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
緊
急
対
策
資
金
を
創
設

し
対
応
し
て
い
る
。
福
島
第
１
原
子
力

発
電
所
の
事
故
の
収
束
、
計
画
停
電
は

変
動
的
要
素
と
し
て
注
視
し
て
い
く
。

　
　

通
称
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
街
道
の
樹
木
が

年
々
弱
っ
て
い
く
中
で
抜
本
的
な
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　

土
壌
改
良
や
植
え
替
え
で
対
応
す
る
。

　
　

県
教
育
長
の
助
言
を
受
け
入
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
県
は
小
中

一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
る
の
か
。

　
　

県
教
育
長
は
感
想
を
言
っ
た
だ
け

で
、
ジ
ャ
ッ
ジ
し
た
も
の
で
は
な
い
と

理
解
し
て
い
る
。
県
が
推
進
す
る
の
は

小
中
連
携
だ
か
ら
一
貫
教
育
と
同
じ
で

あ
る
。

　
　

三
条
市
の
み
が
人
口
減
少
の
潮
流

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

現
在
の
政
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
。

　
　

経
年
劣
化
と
い
う
中
で
、
要
望
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
効
果
的
な
維
持
修
繕
に
努
め

て
い
く
。

　
　

定
期
的
な
点
検
な
ど
、
箇
所
に
応

じ
て
具
体
的
に
防
止
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
文
部
科
学
省
の
耐
震
化
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
専
門
的
判
断

が
必
要
な
場
合
は
建
築
課
等
と
連
携
し

対
応
し
て
い
く
。

　
　

補
修
場
所
の
決
定
は
、
ど
の
よ
う

な
判
断
基
準
に
よ
る
の
か
。

　
　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
自
治
会
か
ら

の
要
望
、
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
を
受

け
現
地
確
認
し
、
通
行
上
の
安
全
確
保

か
ら
危
険
度
の
高
い
と
こ
ろ
を
優
先
し

て
い
る
。

　
　

第
一
中
学
校
区
内
の
各
学
校
の
跡

地
及
び
施
設
の
利
用
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

条
南
小
は
防
災
の
観
点
か
ら
調
整

池
の
機
能
を
持
た
せ
た
公
園
等
に
、
四

日
町
小
は
第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校

の
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
臨
時
駐
車
場

　
　

①
原
発
事
故
は
「
人
災
」
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
が
、
市
長
の
見
解
は
ど

う
か
。②
節
電
達
成
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

制
度
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
導
入
設

置
費
補
助
金
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は

あ
る
か
。③
約
１
万
４
０
０
０
灯
あ
る

防
犯
灯
な
ど
を
段
階
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
か

え
る
考
え
は
あ
る
か
。④
公
共
施
設
だ

け
で
約
１
３
０
台
も
あ
る
自
販
機
へ
の

節
電
対
策
は
ど
う
か
。

　
　

①
原
発
は
安
全
確
保
の
徹
底
が
必

要
。
事
故
原
因
は
国
・
東
電
が
十
分
検

証
す
る
も
の
と
期
待
す
る
。②
節
電
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
制

度
は
考
え
て
い
な
い
。③
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。④
設
置
者
に

お
い
て
自
主
的
に
一
部
販
売
停
止
な
ど

の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
　

学
校
現
場
に
お
い
て
地
震
に
備
え

た
非
構
造
部
材
の
点
検
、
対
策
は
ど
の

も
半
減
し
、
そ
の
う
ち
２
割
超
は
無
人
化

し
て
し
ま
う
と
の
予
測
が
発
表
さ
れ
た
。

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

長
期
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

と
し
て
、
南
小
の
校
舎
は
教
育
・
子
育

て
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
部
活
動
の
補
完
的
利
用
に
、
南
小
、

一
中
の
体
育
館
は
避
難
所
及
び
学
校
開
放

と
し
て
の
利
用
に
供
す
る
予
定
。

発
と
同
様
な
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

40
キ
ロ
圏
内
に
あ
っ
て
、
し
か
も
偏
西

風
下
に
あ
る
三
条
市
は
、
深
刻
な
放
射

能
汚
染
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
。
し

か
し
、
柏
崎
市
・
刈
羽
村
に
し
か
電
源

三
法
交
付
金
は
交
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、

同
様
の
リ
ス
ク
が
あ
る
三
条
市
に
は
こ

れ
ま
で
財
政
上
の
配
慮
が
全
く
な
か
っ

た
。
リ
ス
ク
の
代
償
と
し
て
、
ま
た
産

業
の
ま
ち
三
条
市
と
し
て
、
全
国
最
高

水
準
の
電
気
料
金
の
引
き
下
げ
を
近
隣

市
町
村
と
共
に
国
に
強
く
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

う
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
い
か
。


